
縄文時代後期における地理的変動 

→動物地理学的区界と対応！ 
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▲船泊（縄文後期：北海道）
▲美沢（縄文後期：北海道）
▲八雲コタン（縄文後期：北海道）
▲入江（縄文後期：北海道）
▲茶津（縄文後期：北海道）

◆川下（縄文後期：宮城）
◆末崎細浦（縄文後期：岩手）
◆青島（縄文後期：宮城）
◆広畑（縄文後期：茨城）
◆姥山（縄文後期：千葉）
◆曽谷（縄文後期：千葉）
◆下太田（縄文後期：千葉）
◆中沢（縄文後期：千葉）
◆内野第１（縄文後期：千葉）
■保地（縄文後期：長野）

●仲原（縄文晩期：伊計島）
●岩立（縄文後期：具志川島）
●大当原（弥生後期：読谷村）
●具志川城崖下（弥生・古墳）
●古座間味（弥生・古墳：首里）

C4植物

陸上哺乳類

鮭類 海生魚類

海生貝類

海生哺乳類

C3植物

海産物中心 

魚類＋C３植物 

サンゴ礁中心 



2 



三内円山遺跡
（縄文前中期） 

池上曽根遺跡
（弥生） 



（３）ウチナンチュ・琉球文化の起源 
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「もう２つの日本文化」 
 本土：縄文文化→弥生文化（水田稲作） 

 北海道：縄文文化→続縄文文化（狩猟採集） 

 琉球諸島：縄文文化→貝塚文化後期 

弥生 

続縄文 

貝塚後期 
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(2500～1800年前) 
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C3 植物

C4 植物

陸上動物

鮭類 海産魚類

海産貝類

海産哺乳類

●有珠モシリ

▲アバクチ
▲岩津保
●大浦山
●安房神社
◇青谷上寺地
◆土井ヶ浜

■大当原
■具志川城崖下
■古座間味

北海道 

本州 
琉球 

海産物 

珊瑚礁 

水産物 + C3植物 
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▲船泊（縄文後期：北海道）
▲美沢（縄文後期：北海道）
▲八雲コタン（縄文後期：北海道）
▲入江（縄文後期：北海道）
▲茶津（縄文後期：北海道）

◆川下（縄文後期：宮城）
◆末崎細浦（縄文後期：岩手）
◆青島（縄文後期：宮城）
◆広畑（縄文後期：茨城）
◆姥山（縄文後期：千葉）
◆曽谷（縄文後期：千葉）
◆下太田（縄文後期：千葉）
◆中沢（縄文後期：千葉）
◆内野第１（縄文後期：千葉）
■保地（縄文後期：長野）

●岩立（縄文後期：具志川島）

陸上動物

鮭類 海産魚類

海産貝類

海産哺乳類

C3 植物 C4 植物

縄文時代後期 

（4200～3300年前） 

北海道 

本州 

琉球 

海産物 

珊瑚礁 

水産物 + C3植物 



Richards et al. (2003). Nature 425. 

Dietary change from Mesolithic to Neolithic at the British coasts... 
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「もう２つの日本文化」 「もう２つの縄文文化」 東南アジア 

旧石器時代人 
北東アジア 

新石器時代人 

北東アジア 

現代人 

渡来系弥生人 

現代日本人 

本州・九州・四国 

琉球   

アイヌ 

続縄文  

縄文 
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ジャクソン・ポロック（1950） 
インディアンレッドの地の壁画 

評価額 200億円 

チンパンジー「コンゴ」 
落札価格 200万円 





草原に適応 

新人 
ヒト（Homo sapiens） 
 

旧人 
ネアンデルタール人など 
 

原人 
ホモ・エレクトスなど 
 
 
 
 

猿人 
アウストラロピテクス 
アルディピテクスなど 
 

森林 

草原に進出 

出アフリカ 

石器使用 

薄片石器 

骨格器・装身具 

埋葬 







クロマニオン人（ホモ・サピエンス） 

ネアンデルタール人（ホモ・ネアンデルターレンシス） 

旧人 新人 



Finlayson & Carrion (2007) 

植生復元図と旧人の分布の関連性 

Kraus et al. (2007) 

Okladnikov洞窟 



⑦眼窩上隆起 ⑧頤 ⑨臼歯後隙 
⑪乳突傍稜 ⑫後頭部の髷 





（Zollikofer et al. 2008；ローゼンバーグ 2002) 



乳幼児人骨の比較 

• 新生児の脳に対する成長の割合 

• ネアンデルタールの初期の脳成長ははやい 

 ≒現代人でみられた脳成長の上限 

• 早い成長が成人の大きな脳に貢献の可能性 

○：ネアンデルタール、実線：現代人、破線：チンパンジー 



ヒトの生活史は特殊 

• 成長期が非常に長い 

• 子供期：食料を親に依存 

– 他のサルには離乳食も子供期 
も無い！ 

• お年寄りの存在  

スプレイグ (2002)「猿の生涯、ヒトの生涯」 



  繁殖年齢 離乳年齢 
相対的な 
授乳期間 

orangutan 14.3 y 6.0 y 42％ 

gorilla   9.3 y 3.0 y 32％ 

chimpanzee 13.0 y 4.8 y 37％ 

human 
(!Kun) 

17.3 y 2.8 y 16% 

（K.Hawkes et al., 1997 一部改変） 

ヒトの離乳期は非常に早い 

• 大臼歯萌出・ラクターゼ減少などから、 
生物学的なヒトの離乳期は5.5～６才 

• 伝統社会：3～4才 

• 工業化社会：0.5～1才 Dettwyler (1995) 



成長段階の分類（生活史パラメータ） 
コドモ期があるのはヒトだけ！ 

スプレイグ (2002)「猿の生涯、ヒトの生涯」 

• 子ども：食料獲得も移動も大人に頼る時期 





狩猟採集民の年齢と食料生産/消費 

おばあちゃん仮説 
（K.Hawkes et al., 1997 一部改変） 



ネアンデルタールは寒冷地適応していた 

ネアンデルタール  クロマニオン  イヌイット   ナイロート   
26 



ベルグマンの法則 

アレンの法則 

表面積：放熱 

体積：熱生産 
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ネアンデルタールの復元図 

NHKスペシャル「地球大進化」 
（2004） 



イラク・シャニダール洞窟  

花粉分析から花を供えたといわれるが・・・ 



中期旧石器の製造法（ムスチエ文化） 



石器に変化がない 



ヨーロッパの古典的な編年 

前期旧石器 
ﾎﾓ･ｴﾚｸﾄｽ 

（原人） 

ﾎﾓ･ 
ﾈｱﾝﾃﾞﾙﾀｰﾚﾝｼｽ 

（旧人） 

ﾎﾓ･ｻﾋﾟｴﾝｽ 

（新人） 

中期旧石器 

後期旧石器 



現代人 

ホモ・ 

エレクトス 

欧州 アフリカ アジア 欧州 アフリカ アジア 

アフリカ起源説 多地域進化説 

現代人の起源に関する２つの仮説 

ネアンデルタール 



解剖学的現代人 

（文化的旧人） 



ミトコンドリア・イブ仮説 



現代人 

ホモ・ 

エレクトス 

欧州 アフリカ アジア 欧州 アフリカ アジア 

アフリカ起源説 多地域進化説 

現代人の起源に関する２つの仮説 

ネアンデルタール 



タブンC型：カフゼー、スフール 

タブンB型：アムッド、ケバラ、デデリエ 

タブンD型：ボーカー・タクティク 

ネアンデルタールと解剖学的現代人の 

石器文化は明確な区別ができない 



石器文化からみた進化と行動 

中期旧石器 後期旧石器 



後期旧石器の製造法 

（１） （２） 

（３） （４） 

石核 

石刃 

彫器 

削器 
掻器  

ﾅｲﾌ型 

石器 

錐器 

針 

鹿角 

骨角器 

投槍器 

槍 

開先・裂片技法 

離頭式 

ﾌｫｱｼｬﾌﾄ 
複合式 

専門用具 

衣服 



後期旧石器文化の特徴 

石刃（ｂｌａｄｅ） 彫器（ｂｕｒｉｎ） 骨角器（ｂｏｎｅ ｔｏｏｌ） 



カフゼー９号と10号の合葬（？） 

スフールV号とイノシシの下顎骨 ケバラ２号、シャニダール４号、カフゼー11号 



クロマニョンによる埋葬 



















身体装飾品 



芸術の曙 



「後期旧石器革命」と現代人的行動様式 

• 彫刻刀や錐などの特殊な石器 

• 骨角器の使用 

• 身体装飾 

• 海産物の利用 

• しっかりとした炉と住居（空間の使い分け） 

• 埋葬・儀礼 

• 長距離の物の移動 

• 芸術の誕生 



• 解剖学的現代人の中期旧石器 

• 現代人の起源と現代人的行動の起源 
–アフリカ起源説と「創造の爆発」説 

• ヨーロッパの後期旧石器で芸術誕生？ 

• 後期旧石器の多様性と変化速度 

• シンボルの使用と言語の起源 



言語 

自然史的知能 社会的知能 

技術的知能 

言語 

総合的知能 

自然史的知能 
言語 

自然史的知能 
社会的知能 

技術的知能 

社会的知能 

技術的知能 

現代人とネアンデルタールの思考 

現代人 ネアンデルタール 



自然史的知能 

社会的知能 

技術的知能 

現代人的な思考 

技術的知
能 

自然史的知能 

社会的知能 



循環型移動 

ホモ・サピエンス 

放射型移動 

ネアンデルタール 

季節的居住 

キャンプ 

季節的移動 

キャンプ 

通年の 

ベースキャンプ 

西アジアにおける移動パターン 



(Mithen, 1996) 

ネアンデルタール型社会 

  小さな家族単位 

  テリトリー内で生活 

  他の部族との接触は少ない 

  固定的な資源を利用 

クロマニョン型社会 

  複数の家族単位 

  季節的に大規模な移動 

  他の部族とのネットワーク 

  複数の資源の組合せ 







Hovers E., Ilani S., Bar-Yosef O. and Vandermeersch B. (2003) An early case of 
color symbolism - Ochre use by modern humans in Qafzeh cave. Current 
Anthropology, 44: 491-522. 



 

(Henshilwood 2009) 









シャテルペロン文化 

•フランス西部からスペイン 

•3,6000～3,2000ＢＰ 

•中期～後期旧石器の中間型 

•骨角器や装身具の存在 
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(Higham et al. 2010) 

• 後期旧石器文化層 

• 妥当な値で 

• ほぼ一致 

• シャテルペロン文化層（X） 
• 6/16が上層 

：先オーリニャック文化層 

• 1/16が下層 

：ムスチエ文化層 

 

→非常に強い撹乱を受けている 

  装飾品は混入？ 

層序情報を加味して 

ベイズ統計解析を実施 
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Greenland Interstadial 8 (38.6–36.5 kyr cal. BP) 
ネアンデルタール絶滅直前 

生態学ニッチモデルの応用 

ネアンデルタールの分布可能範囲 サピエンスの分布可能範囲 
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Heinrich event 4 (40.2–38.6 kyr cal. BP) 

75 



脳成長速度の検討 

• デデリエ１号および２号 

• 脳頭蓋容量 

– Dederiye１号（２才）： 1096 cc 

– Dederiye２号（1.6才）： 1187 cc 

• This study 

– Pech de l’Azé（2.2才）： 1135 cc 

– Subalyukz（3.2才）： 1187 cc 

• (Ponce de Leon 2001, Nature) 
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